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町含併40周年記念式典開催

r-

昭和30年� 3月� 1日に勝浦町が

誕生して今年で40年を迎えまし

た。

これを記念して，� 3月� 1日に

勝浦町農村環境改善センターに

おいて記念式典が挙行されまし

た。
(関連記事2，3，9ページに掲載)� 

(世帯数)2，053戸 (人口)男3，567人女3，855人計7，422人(平成7年2月末日現在)

(出生)男 1女O 計死亡)男5 女4 計9 転入)男5 女6 計 転出)男5 女6 計 (平成7年 2月中)

広報かつうら� 4月号第298号平成7年4月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511(代)FAX 2-3028

記念式典が開催された同3月� 1日，午後6時から

ダニエル・カール先生による記念講演会も開催された。

MUS04
テキストボックス
3/1　勝浦町合併40周年記念式典開催

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



• • 

三
月
一
日
側
、
勝
浦
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
県

知
事
代
理
を
は
じ
め
町
内
外
二
百
五

十
人
余
り
の
関
係
者
を
迎
え
、
勝
浦

町
合
併
四
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
式
に
先
だ
ち
勝
浦
町
に
ふ
さ
わ

し
い
記
念
式
典
に
な
る
よ
う
に
と
、

伝
統
芸
能
の
人
形
浄
瑠
璃
勝
浦
座
に

し
き
さ
ん

ば

そ
う

よ
る
式
三
番
史
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
遠
路
東
京
都
港
区
か

ら
来
町
さ
れ
た
港
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
、

町
政
の
発
展
に
功
労
の
あ

っ
た
五
十
八
の
個
人
と
二
団
体
に
感

謝
状
お
よ
び
表
彰
状
が
川
口
町
長
か

‘-


盛
大
じ
挙
行
グ


併

岡
十
周
年
記
念
式

典


勝

浦

町

メμh・� 

z
 

『

a
 

〆ー

¥J  

の
上
映
、
そ
し
て
祝
賀
会
は
、
会
場

を
「
ビ

ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
」
が
催
さ

れ
て
い
る
勝
浦
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
華
や
か
に
飾
ら
れ
た

ひ
な
人
形
を
観
な
が
ら
、
勝
浦
町
の

四
十
年
の
あ
ゆ
み
に
話
が
は
ず
ん
で

い
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
表
彰
を
受
け
た
方

憎

や
、
同
じ
く
記
念
製
作
し
た
ビ
デ
オ

々
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

暇

て
行
っ
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

叩

者
の
表
彰
も
あ
り
、
式
典
を
閉
じ
た

匂

後

、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
三
名
の

日

児

童
お
よ
び
生
徒
に
よ
る
作
文
朗
読

ら
贈
ら
れ
、
そ
の
ご
労
苦
に
対
し
、

来
賓
各
位
か
ら
ね
、
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

祝辞をいただいた来賓の方々

県知事代理� 徳島県町村会会長� 隣接町村長代表

(中嶋地方課長) (中川松茂町長) (山田上勝町長)

西潰町議会議長 大阪からかけつけていただいた

近般かつうらふるさと会平賀会長

ま
た
、
こ
の
四
十
周
年
を
記
念
し

学 自福
寒 市 宮 山新津花松大南田小丸若 山 河押井中宮概 治 人
川川 福 田居口房鷹亀 岡 西 山 木下野栗出井崎木 功 )

晴 祉 清 労
源 ー 功 信 俊儀 幸 恵 文 良 豊チ義 幸二 武義
八 郎 労 一 晋夫 八 敬 一 昭登市章 肇寄 ヅ雄夫郎博夫

【
感
謝
状
贈
呈
者
】
�
 (敬称略
・五十
音
順
�
 

稲� 
11)

定
雄

中

田

直

稔

森

川

福

市

村
上
伊
三
郎

中

磯

治

郎

橋

本

重

則

新定
居作

清
治 修

岡

重

夫

折
部
健

一
郎

宮

本

政

明

山

本

美

芳
A 被表彰者を代表して謝辞

を述べる若木町議会議長

-
産
業
振
興
功
労

瀬

戸

武

福

本

宏

支

告

野

忠

(団
体
)

-
教
育
振
興
功
労

平
山

麓
�
 

・
教
育
振
興
功
労

東
京
都
港
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

堀中
根

淳
二

毅
男

回� 
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ダ
ニ

エ
ル
先
生
の
流
ち
ょ
う
な
山
形
弁
に

，-.. 

/画、 
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一 …

り
流
ち
ょ
う
に
話
さ
れ
る
ダ
ニ
エ
ル

先
生
の
山
形
弁
に
笑
い
転
げ
、
ま
た

「
日
常
茶
飯
事
あ
た
り
ま
え
」
と

思
っ
て
い
る
日
本
人
の
風
習
な
ど
外

国
の
人
か
ら
み
た
感
想
を
聴
か
さ
れ

一一

-
保
健
医
療
功
労

赤

岩

光

近

藤

茂

明

湯

浅

玄

幸

横高岡
山田田

会
場
大
い
に
沸
く
グ

ー
合
併
四
十
周
年
記
念
講
演
会
| 

る
と
ハ

ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
話

も
あ
り
、
ダ
ニ
エ
ル
先
生
の
日
本
へ

勝
浦
町
合
併
四
十
周
年
記
念
式
典
の
思
い
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
た
楽
し

が
行
わ
れ
た
三
月

一
日
、
午
後
六
時
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

か
ら
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
講
演
の
終
り
に
ダ
ニ
エ
ル
先
生
に

l
に
お
い
て
、
記
念
事
業
と
し
て
花
束
を
贈
呈
し
た
英
語
指
導
助
手
の

「
私
の
大
好
き
な
ニ

ッ
ポ
ン
」

と

題

イ

モ

ジ

エ
ン
先
生
に
感
想
を
う
か
が

し
た
ダ
ニ
エ
ル

・
カ 

ル

先

生

の

講

う

と

「
ジ
ェ
ス
チ
ャ 

が
多
く
、
話

l

-
社
会
福
祉
功
労

庵
本
す
み
こ

-
産
業
振
興
功
労

上

田

理

一

・
教
育
振
興
功
労

敏

鎌

謙

次

山

海

公

雄

の
内
容
も
所
々
解
か

っ
た
。
ダ
ニ
エ

三
百
二
十
人
ル
先
生
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
人
で 

優

秀

賞

花

岡

久

美 

(生
比
奈
小
) 
…

優

秀

賞

佐

藤

明

夏 

(横

瀬

小

) 

・
小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞
美
馬
有
希
(
横
瀬
小
)

十

優

秀

賞

宮

浦

由

実 

(生
比
奈
小
) 
…

優
秀
賞
大
島
尚
樹
(
生
比
奈
小 
) 
…

・
中
学
生
の
部

一

最
優
秀
賞
弁
村
聡
子
(勝

浦

中 
)

十

優

秀

賞

増

田

友

紀 

(勝

浦

中 
) 
…

優

秀

賞

戸

川

明

子 

(勝

浦

中 
)

一 

・
一
般
の
部

該
当
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
入
賞
作
品
は
、
広

報
か
つ
う
ら
に
お
い
て
、
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

(9
ペ
ー
ジ
に
掲
載

) 

…一 …………
F

ム口
、

，.
w

↓
・
文
化
芸
能
振
興
功
労

池

内

勲

数

川

ト
M

一

山
田

宗

夫

息個き� 
翌)荻
刀贈�  

Eコ
三E

者

大 敬原
称、

JII 田� 田各

五悪 Blj 
音
十

}I[頁

r21世紀の勝浦町の将来像」

作文コンクール入賞者決まるノ

勝
浦
町
合
併
四

十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
募
集
し
た

「
二
十
一
世
紀
の

勝
浦
町
の
将
来
像
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
が
二
月
に

行
わ
れ
、
記
念
式

典
に
お
い
て
五
百

三
十
二
人
の
応
募

の
な
か
か
ら
、
最

優
秀
賞
に
入
選
さ

れ
た
三
人
の
児
童

と
生
徒
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
式
典
会

場
に
お
い
て
作
文

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
に
は、

余
り
の
町
民
が
入
場
し
、
私
た
ち
ょ
す
ね
己
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

の
朗
読
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

(敬
称
略 
)

-
小
学
校
低
学
生
の
部

最
優
秀
賞
岡
本
達
也
(生
比
奈
小
) 

-
青
少
年
健
全
育
成
功
労

中

田

忠

雄

中

山

-
災
害
防
止
功
労

(団
体
)

・
地
域
振
興
功
労

中

喜
久
市

昧
間
喜
久
雄

裕
美

h
F
舞
台
上
で
待
機
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
三
人

正
司

定
市

聖
子

音
岡

勝
浦
町
婦
人
会

由
夫� 

回
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日
浦
サ
ツ
キ
さ
ん

テ
ン
ト
(
二
張
)
を
寄
贈

(
坂
本
) 

A テントを寄贈された

日浦サツキさん(坂本)

先
日
、
坂
本
小
学
校
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
日
浦
サ
ツ
キ
さ
ん
か
ら
、
坂

本
小
学
校
と
坂
本
幼
稚
園
に
テ
ン
ト

を
各
一
張
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
学
校
で
は
運
動
会
な
ど
の
行
事
の

際
、
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
無
料
技
術
講
習
会
開
催


健
康
の
集
い

第
十
五
回
勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

山

平

里

美

さ

ん

三

連

軍

(
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
女
子
の
部
)

三
月
十
二
日
間
、
勝
浦
中
学
校
周

辺
で
勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
町

内
は
も
と
よ
り
県
内
各
地
、
全
国
か 

権
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
二

名
の
方
が
完
走
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
方
と
、
沿
道
で
ご

声
援
い
た
だ
い
た
方
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

-
本
町
関
係
六
位
ま
で
の
成
績

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
小
学
生
以
下
女
子
)

四
位
押
栗
佑
香
日
分
加
秒

五

位

押

栗

寿

美

日

分 

秒
M

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
中
学
生
以
上
女
子
)

六
位
贋
安
真
実
日
分
口
秒

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

(三
十
九
歳
以
下
男
子 
)

六
位
石
田
早
人
招
八
刀
3
秒

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

(三
十
九
歳
以
下
男
子 
)

二
位
石
木
正
昭 

2
時
間
担
分 
2
秒

四
位
山
平
和
也 

2
時
間
日
分
お
秒

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン 

(女
子
の
部
)

一
位
山
平
里
美 

3
時
間
日
分
3
秒

ら
四
百
七
十

一
名
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎

え
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
三
十
九
歳
以
下
男

子
の
部
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ト
ッ
プ

に
た

っ
た
石
木
正
昭
選
手
(
横
瀬
)

を
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
過
、
ぎ
で
と
ら
え

l

た
佐
藤

一
也
選
手 

(小
松
島
市
)
が

一
位
で
ゴ 

ル
。
石
木
選
手
は
二
位。

四
位
に
は
中
学
生
の
山
平
和
也
選
手

(横
瀬
)
が
入
り
ま
し
た
。

女
子
の
部
は
山
平
里
美
選
手 

(横

瀬 
)
が
優
勝
、
十
二
回
大
会
か
ら
三

連
覇
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

ま
た
、

三
人
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー

も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
オ
ー
プ
ン
参
加
。

一
名
タ
イ
ヤ
パ
ン
ク
の
た
め
途
中
棄

¥，〆

¥J 

"'10キロコーススター卜風景

労働保険の年度更新について

平成� 7年度の労働保険の年度更新の
時期がまいりました。

労働保険概算・確定保険料申告書に
より� 5月15日までに手続きをされま
すようお願いいたします。
詳しくは，徳島労働慕準局(宮52-

9143) か県雇用保険課(宮21-2364)
へお問い合わせください。

徳島労働基準局・徳島県雇用保険課

講習科目

講習日�  

経理事務

5/10~6/7 

経理事務

5/12~ 6/9 

ワープ口(3級)

5/11~6/8 

パソコン実務

5/18~ 6/15 

申込期間� 4/25~ 4/27 5/8 ~ 5/10 4/26~ 4 /28 5/10~ 5/12 

開催場所 女性職業センター 鴨島職業訓練校 工業技術センター 徳島健康科学総合センター

講習内容 商業簿記の基礎知識の習得

(日商簿記 3級程度)

ワープロの基本操作

及び機能の習得

(日商検定 3級程度� )

パソコンの基本操作

及び機能の習得

(ビジネスソフトの活用) 

P疋-L，. 員� 20名(但し，定員オーバーの場合は抽選)

講習時間 午前� 9時30分~午後� 3時30分(1日� 5時間)

申込先 徳島県女性職業センタ一 徳島市中昭和町� 1丁目(徳島県総合福祉センター� 1F) 

受講資格 就業を希望する女性

受講 料 無料(但し，テキスト代，教材費は実費)

その �  f也

L一一一一一� 

詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。

女性職業センター 宮� 0886-54-0121

テレフォンガイド� ft 0886-54-0124 

回
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勝浦町財産区議会議員

当選者決まる11 窃
 
E二:::::J

間
窃
包
阜


徳
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
四
月
九
日

告
示
日
(
三
月
三
十
一
日
)
か
ら
投

票
日
前
日
ま
で
の
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。
(
土
曜
、
日
曜
日
と

も
同
じ
)

………

投
票
で
き
る
場
所
は
、
勝
浦
町
選 

……

ム

……

l

挙
管
理
委
員
会
及
び
県
選
挙
管
理
委

員
会
の
指
定
し
た
病
院
、
老
人
ホ

な
ど
で
す
。
指
定
病
院
に
入
院
中
の
方

は
病
院
長
に
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

四
年
に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
す
。

選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

の
願
い
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
最
大

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち

の
一
票
は
、
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た

め
の
貴
重
な
意
思
表
示
で
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
住

民
に
と
っ
て
身
近
か
な
選
挙
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
明
る
く
正
し
い
選
挙

を
心
掛
け
、
わ
た
し
た
ち
の
代
表
に

ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

〈投
票
で
き
る
人
〉

昭
和
五
十
年
四
月
十
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
六
年
十
二
月
三

十
日
以
前
か
ら
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
か
つ
引
き
続
き
勝
浦
町
に

住
所
を
有
し
て
い
る
人
。

〈不
在
者
投
票
〉

職
務
、
業
務
ま
た
は
や
む
を
得
な

い
用
務
、
事
故
、
病
気
な
ど
の
た
め
、

投
票
所
へ
い
け
な
い
人
。

投
票
で
き
る
期
間
及
び
時
聞
は
、

-
生
比
奈
財
産
区
議
会
議
員

平
成
七
年
三
月
五
日
執
行

の
勝
浦
町
生
比
奈
、
横
瀬
財

産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

二
月
二
十
八
日
の
告
示
日
に

立
候
補
者
届
の
受
付
を
行
い

ま
し
た
が
、
結
果
は
両
財
産

区
議
会
と
も
定
数
ど
お
り
で

無
投
票
に
な
り
、
次
の
方
々

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

ま
た
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ

目

る
人
の
う
ち
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た 

…

障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
方
は
郵
送 

…

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
選
挙
期
日
前
四
日
ま
で
に

投
票
用
紙
等
の
交
付
を
請
求
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
手

一 …一 …

，，-、

〆画、

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈入
場
券
を
紛
失
し
た
と
き
〉

投
票
所
の
入
場
券
は
、
町
選
挙
管
理 

…

委
員
会
か
ら
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す 

…

が
、
も
し
紛
失
等
で
入
場
券
が
な
い

と
き
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
町

一

選
挙
管
理
委
員
会
(
町
役
場
二
|
二

五
一
こ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
所
で
直
接
お
申
し
出 

…

く
だ
さ
い
。 

…

そ
の
他
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
…

戸
川
照
男
、
松
鷹
幸
敬
、

福
野
要
、
花
岡
隆
生
、

高
橋
正
雄
、
前
田
清
吉
、

L一一一………一一


立
石
英
雄

水 川会
秀一福 議
造史市 員� 

中田中栗 横
田中尾城 瀬
親康 財
利啓瑛尭 産

、区

原清森 議

講習科目

講習日�  

申込期間� 

ワーフ口�  ( 2級)

6 / 27 ~ 7 /25 

6 / 13 ~ 6 / 15 

医 療 事 務� I << 
「

6 / 14 ~ 7 / 12 

6/5  ~ 6/7  

p疋A噂 員� 20名� 24名

講習内容� 
2級資格習得に必要な知識と機能の習得

(日商検定  2級程度)

診療報酬請求事務の基礎知識

(日本医療教育財団検定 2級程度)

開催場所 女性職業セ ン タ 一 鳴門地域職業訓練センター

申込先 女性職業センタ ー

講習時間 午 前 �  9時� 30分~午後�  3時� 30分

受講資格 就業を希望する女性

受講料 無 料 ( テ キ ス ト代，教材費等実費)

その他

詳細は，徳島県女性職業センターへお問い合わせください。

女性職業センタ- ft 0886-54-0121 

テレフォンガイド 宮� 0886-54-0124
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差
別
心
と
の
闘
い

「
あ
の
子
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が


嫌
だ
己


仲
の
良
か

っ
た
私
達
だ
が
、
い
つ
か


ら
か
、

一
人
の
子
の
悪
口
を
他
の
み

ん
な
と
言
う
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の


頃
の
私
は
、
ま
だ
、
差
別
に
つ
い
て


知
ら
な
か

っ
た
し
、
人
の
悪
口
を
言


う
こ
と
が
差
別
だ
と
い
う
こ
と
に
気


づ
け
な
か

っ
た
。
そ
し
で
、
陰
口
が


だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な

っ
て
、
わ
ざ
と


そ
の
子
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
悪
口
や


い
や
み
を
言

っ
た
り
、
冷
た
い
態
度


を
と
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
悪


い
こ
と
だ
と
分
か

っ
て
い
た
。
そ
れ


な
の
に
や
め
ら
れ
な
か

っ
た
。


こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
。
私
、が、

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
る
子
の
隣

の
席
に
な
っ
た
時
の
こ
と
だ
。

「
か
わ
い
そ
う
や
な
あ
己

他
の
女
子
が
、
そ
の
子
に
聞
こ
え
る

よ
う
な
声
で
私
に
言

っ
て
き
た
。
こ

の
時
、
私
は
そ
の
言
葉
が
そ
の
子
を

傷
つ
け
る
と
分
か
っ
て
い
た
。
そ
れ

な
の
に
、

「
ほ
ん
ま
に
い
や
じ
ゃ
己

と
言
っ
て
し
ま

っ
た
。
言
っ
た
後
、

す
ご
く
い
や
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

私
が
そ
の
子
の
立
場
に
な

っ
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
、
私

に
、
私
は
あ
ん
な
子
じ
ゃ
な
い
、
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
く
な
い
と
い
う

偏
見
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、

差
別
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
の
子

よ
り
ま
し
と
い
う
優
越
感
を
味
わ

っ

て
い
た
ん
だ
と
思
う
。
で
も
、
一
人

の
子
を
仲
間
は
ず
れ
に
す
る
こ
と
は
、
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決
し
て
楽
し
く
な
か

っ
た
。
逆
に
自
の
に
、
そ
の
子
は
い
じ
め
ら
れ
る
こ

分
が
苦
し
い
気
持
ち
に
な
る
だ
け
だ
と
よ
り
、
死
を
選
ん
だ
。
そ
の
子
に

っ
た
。
悪
口
を
言

っ
て

み

ん

な

と

笑

と

っ
て
、
死
よ
り
も
い
じ
め
が
怖
か

い
あ
い
な
が
ら
、
心
の
底
で
は
、
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
私
の
よ
う
に

の
子
の
寂
し
そ
う
な
姿
が
気
に
な

っ

差
別
す
る
人
達
が
、
そ
の
子
を
死
に

で
し
か
た
な
か
っ
た
。
み
ん
な
と
悪
追
い
つ
め
た
と
思
う
と
、
こ
れ
ま
で

口
を
言

っ
て
い
て
、
い
け
な
い
こ
と
に
、
自
分
の
し
て
き
た
こ
と
の
罪
の

だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
私
は
注
意
す
重
さ
を
あ
ら
た
め
で
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
そ

ん

な

た

。
そ
し
て
、
休
み
時
間
に
他
の
み

自
分
が
す
ご
く
な
さ
け
な
く
思
え
た
。

ん
な
と
、
い
じ
め
の
記
事
や
道
徳
で

ず

っ
と
心
の
中
に
い
や
な
思
い
出
と

し
て
残

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。 

で
も
、

「
ど
う
し
て
あ
ん
な
こ
と
を
し
た
ん

だ
ろ
う
」
と
い
う
後
悔
や
、
「
も
う

や
め
よ
う
」
と
い
う
一
言
を
き
守
え
な

か
っ
た
自
分
の
な
さ
け
な
さ
が
ず

っ

と
残

っ
て
い
る
。
、
だ
か
ら
、
も
う
こ

ん
な
後
悔
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
私
は
、
差
別
は
絶
対
し
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
、
心
か
ら
思
う
。

私
の
中
に
差
別
心
が
な
く
な

っ
た

と、
 

は
ま
だ
言
い
き
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

い
つ
、
ど
ん
な
形
で
で
て

く
る
か
分
か
ら
な
い
差
別
心
が
私
の

心
の
底
に
残

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
け
ど
、
一
日
も
早
く
言
い
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
高
校

へ
行
く
と
、
今
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
差
別
に
出
会
う
か

も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
時
、
今
ま
で

の
私
の
よ
う
に
、
差
別
す
る
と
い
う

立
場
に
立
た
な
い
で
、
差
別
さ
れ
て

い
る
人
達
と
共
に
歩
ん
で
い
け
る
、

そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
差
別
へ
の
正
し
い
知
識
と
、
差

別
に
立
ち
向
う
こ
と
の
で
き
る
強
い

心
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

A
7

.

h

ト
作
品
集
か
ら
)

援多


、
d

、}


(全
国
・中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ク
ラ
ス
で
何
度
か
話
し
合
い
を
し 

習

っ
た
こ
と
を
少
し
ず
つ
話
す
よ
う

た
。「

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
が
恥
ず
か

し
い
こ
と
だ
と
思
わ
ん
の
か
己

先
生
に
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
で

も
、
適
当
に
返
事
を
か
え
す
だ
け
だ

の 
フ
ち
に
、

P
に
な

っ
た
。
差
別
に
つ
い
て
の
授
業

の
と
き
も
、
先
生
の
言
葉
が
素
直
に

受
け
と
ら
れ
、
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ

が
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ

っ
た
。
自
分
が
悪
い
と
認
め
る
の
が

い
や
だ

っ
た
か
ら
、
話
し
合
い
か
ら

ず

っ
と
逃
げ
て
い
た
。
道
徳
の
時
間

に
も
、
差
別
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。

私
は
そ
れ
が
と
て
も
嫌
い
だ

っ
た
。

自
分
の
し
て
き
た
こ
と
を
話
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
い
や
な
気
分
に
な

っ

た
。
そ
れ
を
「
あ
の
子
が
い
る
か
ら

だ
」
と
、
逆
に
あ
の
子
の
せ
い
に
し

て
、
差
別
す
る
気
持
ち
に
な
る
こ
と

も
あ

っ
た
。
本
当
は
違
う
と
分
か
っ

て
い
た
。
私
は
、
自
分
が
差
別
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
た
く
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
授
業
を
素
直
に
聞
く
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
ん
だ
と
思
う
。

あ
る
と
き
、
新
聞
で
、
い
じ
め
ら

れ
て
自
殺
し
た
子
の
記
事
を
読
ん
だ
。

死
ぬ
の
は
だ
れ
だ

っ
て
怖
い
は
ず
な

「
も
う
こ
ん
な
こ
と
や
め
よ
う
己

一
人
が
言
い
だ
し
た
。
そ
れ
で
、
み

ん
な
で
声
を
か
け
て
い
く
こ
と
か
ら

は
じ
め
た
。
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、

行
動
す
る
時
に
、

「い

っ
し
ょ
に
「
行
こ
う
叫

と
声
を
か
け
た
り
し
て
い

っ
た
。
は

じ
め
は
驚
い
た
表
情
を
し
て
い
た
け

ど
、
笑
顔
で
返
事
を
返
し
て
く
れ
た
。

そ
う
し
て
、
前
の
よ
う
に
仲
良
く
な

れ
た
。
こ
う
な

っ
て
、
私
は
み
ん
な

と
い
っ
し
ょ
に
い
る
こ
と
が
、
心
か

ら
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
0

・

「ノ
。 

差
別
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
よ
か

っ
た
と
思
う
。

で
も
、
私
の
し
て
き
た
こ
と
が
、

こ
れ
で
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
差

別
さ
れ
た
子
も
、
差
別
し
た
私
も
、
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欄
に
橋
本
左
内
の
書
評
が
写
真
入
り

で
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
勝
浦
町
図
書

館
に
も
前
田
利
家
、
橋
本
左
内
な
ど

時
代
小
説
が
納
品
さ
れ
て
い
た
と
き

で
も
あ
り
、
と
り
わ
け
橋
本
左
内
に

つ
い
て
は
、
巻
末
の
参
考
文
献
が
百

七
冊
記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
単
な
�
 

る
小
説
で
は
な
く
史
実
に
添

っ
た
左

⑨
⑮
⑧
⑩
⑨


阻旦� E 

! L.J ' 

1"" 

，....... 


-R

博

H

u

内
の
人
物
像
や
、
維
新
の
社
会
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
既
に
一
読
し
て
い
た
。

今
、
新
刊
書
の
紹
介
に
木
宮
高
彦

著
、
橋
本
左
内
を
取
り
あ
げ
た
。
理

由
は
以
上
の
如
く
豊
富
な
資
料
に
基

い
た
作
品
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
新

聞
も
こ
の
書
に
関
し
て
は
、
小
説
と

は
書
か
ず
「
評
伝
」
と
な

っ
て
い
る

の
も
か
か
る
事
情
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

天
保
五
年
三
月
十
一
日
、
越
前
福

井
城
下
町
常
磐
町
�
 (現
春
日
二
丁
目
)

で
、
父
外
科
医
橋
本
参
也
、
母
梅
尾

の
長
男
と
し
て
左
内
は
誕
生
し
て
い

る
。
幼
少
時
代
よ
り
医
者
の
子
供
と

し
て
軽
視
さ
れ
た
が
、
努
力
と
天
性

の
才
能
は
素
晴
ら
し
く
、
七
歳
よ
り

藩
医
、
舟
岡
周
斎
に
つ
い
て
詩
文
を

習
い
十
二
議
で
済
世
館
に
入
る
。

十
五
歳
で
自
我
を
確
立
し
、
生
涯


の
行
動
の
規
範
を
啓
示
録
に
示
し
て


い守合
。


孟
子
の
教
え
に
よ
り
自
ら
も
大
丈
夫

豪
傑
の
士
に
な
ろ
う
と
思
い
、
今
ま

で
の
他
力
本
願
を
辱
じ
、
漢
書
を
始

め
と
し
て
蘭
学
に
努
力
を
怠
る
こ
と

は
な
か

っ
た
。
十
五
歳
の
折
、
洪
庵

「
橋
本
左
内
」
を
読
ん
で

思
う
こ
と

去
る
三
月
六
日
、
徳
島
新
聞
読
書

先
生
が
翻
訳
し
た
書
を
師
に
変

っ
て

校
正
す
る
な
ど
、
適
塾
開
校
以
来
の
秀

才
児
と
し
て
洪
庵
先
生
も
左
内
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
左

者
の
足
を
止
め
て
い
る
が
、
左
内
と

親
交
の
深
か
っ
た
東
湖
は
、
安
政
二

年
十
月
二
日
の
夜
江
戸
を
襲
っ
た
安

政
の
大
地
震
で
戸
田
蓬
軒
(
学
者
)

と
と
も
に
死
亡
し
て
い
る
。
倒
壊
家

屋
一
万
四
千
戸
、
各
地
に
火
事
が
頻

発
し
、
死
者
は
七
千
余
人
に
及
ん
だ

と
言
う
か
ら
、
先
日
の
阪
神
大
震
災

と
ほ
ぼ
同
程
度
の
災
害
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
東
湖
は
十
月
二
日
の
夜
、

来
客
を
見
送

っ
て
自
宅
に
入
り
、
脇

差
し
を
抜
い
て
ゆ

っ
く
り
し
よ
う
と

し
た
時
「
ぐ
ら
ぐ
ら
」
と
大
き
な
地

震
に
驚
き
、
隣
室
に
い
る
老
母
を
案

じ
て
母
の
手
を
引
き
屋
外
に
出
た
。

が
、
母
は
「
火
鉢
の
火
」
と
叫
ん
で

室
内
に
走
り
入
り
、
火
に
茶
び
ん
の

水
を
か
け
、
す
り
鉢
を
さ
か
さ
に
し

て
そ
の
上
に
か
ぶ
せ
て
い
る
時
、
更

に
大
き
な
ゆ
れ
が
来
て
鴨
居
が
く
ず

れ
落
ち
て
来
た
。
東
湖
は
座
し
ず
老

母
を
下
に
固
い
、
鴨
居
を
体
で
支
え

8
日

・
日
日
・
幻
日
�
 -m日

な
が
ら
片
手
で
母
を
庭
前
に
投
げ
出

占
岡
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日
�
 

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
お
か
げ
で

老
母
は
死
を
免
が
れ
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
東
湖
は
頭
を
砕
か
れ
て
死
亡

し
た
。
先
日
畳
間
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
と
、
地
震
の
と
き
ガ
ス
栓
を
切
れ

と
い
う
が
、
そ
ん
な
暇
な
ど
と
て
も

な
い
と
若
い
タ
レ
ン
ト
た
ち
が
笑
い

な
が
話
し
て
い
た
の
を
見
る
に
つ
け
、

藤
田
東
湖
の
母
の
話
が
思
い
出
さ
れ

る
。
人
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
老
母
は
思

っ

て
い
た
の
で
あ
り
、
地
震
の
さ
な
か

一
度
は
外
に
避
難
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
火
鉢
の
火
を
消
し
に
行
っ
た

内
も
二
十
六
歳
、
安
政
六
年
十
月
七

日
午
前
九
時
頃
、
千
住
小
塚
原
で
斬

首
さ
れ
二
十
六
歳
で
こ
の
世
を
去

っ

た。
黒
船
来
航
に
よ

っ
て
平
和
の
夢
は

破
ら
れ
尊
皇
擁
夷
論
が
渦
巻
く
中
に

あ

っ
て
、
左
内
は
西
洋
技
術
を
受
け

入
れ
、
儒
学
を
尊
ぶ
こ
と
こ
そ
難
局

を
打
開
す
る
唯
一
の
日
本
の
生
き
残

る
道
で
あ
る
と
し
て
開
国
の
必
要
性

を
説
き
、
西
郷
隆
盛
、
藤
田
東
湖
ら
も

若
年
の
左
内
に
傾
聴
し
、
弁
伊
大
老

の
紀
州
藩
主
慶
福
�
 (第
十
四
代
将
軍

方々スド機
家
茂
)
を
将
軍
に
推
挙
す
る
こ
と
に

反
対
し
、
高
明
な

一
橋
慶
喜
�
 
(十
七


歳
、
十
五
代
将
軍
)
を
将
軍
に
建
て


よ
う
と
奔
走
す
る
な
ど
、
安
政
の
大


獄
の
過
程
や
桜
田
門
外
の
変
に
至
る


幕
政
を
中
核
と
し
た
社
会
状
況
が
つ


ぶ
さ
に
述
べ
ら
れ
感
銘
深
い
書
物
で


あ
る
。


先
に
述
べ
た
藤
田
東
湖
は
水
戸
藩

主
斎
昭
に
仕
え
、
弘
道
館
を
設
立
し
、

水
戸
学
発
祥
の
地
と
し
て
今
も
旅
行

ガンズ

館
長

増

井

行

事

と

休

館

日

会
土
曜
子
ど
も
映
画
会

2
階
視
聴
覚
室

老
母
の
行
為
は
、
生
命
尊
重
を
第
一

と
す
る
現
在
の
価
値
観
か
ら
す
れ
ば

愚
か
な
行
為
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
我
が
身
よ
り
も
社
会
の
た
め

に
と
ま
で
は
考
え
な
か
っ
た
か
も
知

な
い
け
れ
ど
、
人
さ
ま
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
、
家
名
を
汚
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
強
靭
な
信
念
に
裏
づ
け

ら
れ
た
行
為
を
思
う
と
き
、
戦
後
久

し
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
日
本
婦
人
の

力
強
き
と
崇
高
な
美
に
感
銘
す
る
の

は
、
た
だ
私
一
人
で
あ
ろ
う
か
。

毎

週

土

曜

日

午

後

2
時

1
 

休

館

日

月
曜
定
期
休
館

3
日
・
叩
日
・
口
日
・
�
 μ
日

月
末
定
期
休
館

却
日

図
書
館
よ
り
お
ね
が
い

返
却
は
お
は
や
く

貸
出
し
は
期
限
内
に
返
却
し
、


他
の
人
々
に
ご
迷
惑
を
・お
か
け
し


な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


回
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(
文
化
協
会
所
属
)

一
一
月
十
一
日
、
藤
代
院
潮
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
て
、
「
第
十
一
回

川
柳
教
室
」
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

時
先
生
の
選
に
入
り
ま
し
た
作
品
を

掲
載
し
ま
す
。

藤
代
院
潮
先
生

宿
題
「
口
」

入

選
一
口
が
過
ぎ
て
心
が
冷
え
て
い
く

横

瀬

谷

酔

参

口
う
る
さ
い
噂
は
聞
か
ぬ
こ
と
に
す

る

立

川

前

田

千

恵

失
敗
を
口
で
は
責
め
て
目
で
笑
う

沼
江
真
木
し
げ
お 選

口
移
し
で
己
の
意
見
何
も
無
い

棚

野

島

つ

と

む

重
い
口
心
の
中
で
よ
く
し
ゃ
べ
る

棚

野

殿

川

早

苗

フ
ル
ム
ー
ン
旅
の
口
紅
派
手
に
ぬ
る

横

瀬

桜

木

千

代

佳

吟
重
い
口
孫
は
や
す
や
す
開
け
に
く
る

棚

野

殿

川

早

苗

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
口
う
る
さ
い
も
母

の

愛

棚

野

島

つ

と

む

口
上
手
す
ぎ
て
世
間
を
せ
ま
く
す
る

立

川

前

田

千

恵

動
か
な
い
分
だ
け
口
が
達
者
で
す

中

山

倉

橋

加

辻

秀

句

無
口
だ
が
真
面
目
な
父
の
広
い
背
な

棚

野

穏

台

綾

い
つ
わ
り
の
言
葉
口
紅
知
っ
て
い
る

横

瀬

中

田

万

里

口
出
さ
ぬ
姑
が
我
が
家
を
丸
く
す
る

横

瀬

日

下

美

里

宿
題
「
答
」

入

選

即
答
を
さ
け
て
や
っ
ぱ
り
断
る
気

生

名

丸

山

香

月

ノ
ー
だ
か
ら
答
え
る
時
期
を
考
え
る

横

瀬

田

中

思

葦

口
車
の
っ
て
危
な
い
橋
渡
る


横

瀬

桜

木

千

代


酔
い
さ
め
て
元
の
無
口
な
父
と
な
る


中

山

倉

橋

加

辻


口
下
手
と
言
い
つ
つ
女
よ
く
し
ゃ
べ


る

横

瀬

日

下

美

里


口
紅
を
さ
し
て
流
れ
に
身
を
ま
か
す


久

国

小

林

つ

る

お

口
下
手
な
女
が
抱
い
て
い
る
度
胸

生

名

丸

山

香

月

口
下
手
で
上
司
の
機
嫌
よ
く
そ
こ
ね

棚

野

谷

新

太

郎

口
笛
で
ま
だ
少
こ
う
し
は
あ
る
若
さ

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

終
着
駅
で
や
っ
と
答
が
出
る
の
か
も

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

手
ご
た
え
を
感
じ
た
今
日
の
話
合
い

久
国
小
林
つ
る
お

働
け
ば
き
っ
と
答
え
の
あ
る
仕
事

中

山

倉

橋

加

辻

渡
り
鳥
だ
っ
て
答
え
は
ち
ゃ
ん
と
あ

る

棚

野

穏

台

綾

そ
の
件
は
・
お
答
え
い
た
し
か
ね
ま
す

る

横

瀬

今

川

の

ぼ

る

口
車
の
っ
て
相
手
の
よ
う
す
見
る

久

国

小

林

つ

る

お

ど
っ
ち
と
も
取
れ
る
返
事
を
し
て
戻

る

生

名

丸

山

香

月

答
ま
だ
出
ぬ
か
ら
夢
を
持
ち
つ
づ
け

横

瀬

日

下

美

里

子
育
て
の
答
は
た
ち
の
背
な
に
あ
り

佳

吟

横

瀬

日

下

美

里

い
い
答
ほ
し
く
て
せ
っ
せ
と
汗
を
か

く

棚

野

穏

台

綾

神
様
の
答
が
欲
し
い
旅
に
出
る

棚

野

殿

川

早

苗

話
し
て
も
答
え
て
く
れ
ぬ
亡
母
と
い

る

沼

江

真

木

し

げ

お

正
直
な
答
え
を
案
山
子
か
ら
も
ら
う

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

だ
ま
っ
て
る
あ
な
た
の
そ
の
目
で
知

る

答

横

瀬

桜

木

千

代

秀

句
あ
な
た
に
あ
げ
る
私
の
答
一
つ
で
す

棚

野

島

つ

と

む

と
て
も
い
い
答
を
く
れ
た
今
朝
の
顔

立

川

前

田

千

恵

温
も
り
の
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

答

で

す

横

瀬

中

田

万

里

席
題
「
人
形
」

無
理
を
し
た
お
雛
様
に
も
あ
る
運
命

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

阿
波
鳴
の
人
形
っ
か
い
も
泣
い
て
い

る

棚

野

島

つ

と

む

手
作
り
の
人
形
ふ
え
て
癒
え
近
し

横

瀬

中

田

万

里

人
形
を
抱
い
て
離
さ
ぬ
老
い
に
会
う

棚

野

島

つ

と

む

人
形
も
使
節
と
な
っ
て
海
渡
る

横

瀬

中

田

万

里

ひ
な
人
形
背
に
し
て
孫
と
ハ
イ
チ
ー

ズ

横

瀬

谷

酔

参

入
形
を
使
う
黒
子
も
肩
で
泣
く

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

人
形
が
泣
か
せ
て
阿
波
を
物
語
る

中

山

倉

橋

加

辻

人
雪
人
形
春
の
陽
気
で
行
っ
た
き

り

横

瀬

錦

内

常

一

地
叱
ら
れ
て
人
形
抱
い
た
ま
ま
眠

る

生

名

丸

山

香

月

天
ボ
ケ
て
も
母
や
さ
し
く
人
形
抱

い

て

い

る

横

瀬

日

下

美

里

席
題
「
肩
書
き
」

肩
書
き
を
は
ず
し
ぽ
つ
ぽ
つ
太
り
だ

す

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

親
と
い
ト
ユ
肩
書
き
捨
て
た
い
時
が
あ

る

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

な
ん
と
な
く
裏
を
返
し
て
見
る
名
刺

生

名

丸

山

香

月

肩
書
き
が
ふ
え
て
親
友
遠
ざ
か
る

中

山

倉

橋

加

辻

肩
書
き
を
は
ず
し
て
今
日
の
青
い
空

棚

野

島

つ

と

む

肩
書
き
が
出
来
て
光
ら
す
朝
の
靴

横

瀬

中

田

万

里

�

 

肩
書
き
は
な
い
が
優
し
い
目
に
惚
れ

る

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

事
な
か
れ
主
義
で
肩
書
き
な
ど
い
ら

ぬ

生

名

丸

山

香

月

人
肩
書
き
を
言
わ
ぬ
と
ほ
ん
と
に

い

い

お

人

棚

野

穏

台

綾

地
肩
書
き
は
な
い
が
死
ぬ
ま
で
母

で

い

る

横

瀬

日

下

美

里

天
肩
書
き
が
と
れ
て
夫
の
顔
に
な

る

横

瀬

日

下

美

里

〈
投
句
作
品
〉

若
者
に
う
れ
し
く
席
を
ゆ
ず
ら
れ
る

立

川

堀

梅

子

ア
ド
バ
イ
ス
す
れ
ば
古
い
と
何
時
も

言

う

中

山

谷

尻

松

雄

長
生
き
で
娘
も
吾
も
共
白
髪

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

才
媛
を
左
右
走
ら
す
価
格
破
壊

横

瀬

広

瀬

女
一
旬
鑑
賞

節
分
の
父
は
優
し
い
鬼
に
な
る

田

中

思

葦

(
評
)
ふ
る
き
よ
き
時
代
に
は
、
季


節
の
う
つ
り
変
わ
る
と
き
に
い
ろ
ん


な
行
事
が
子
供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て


く
れ
た
。
こ
の
節
分
の
豆
ま
き
も
廃


れ
て
し
ま
っ
た
。
親
と
子
の
き
ず
な


を
強
固
に
し
て
く
れ
て
い
た
の
を
思


う
と
あ
じ
け
な
い
今
日
こ
の
ご
ろ
で


あ

る

。

(

院

潮

)


⑧
⑨
⑨
⑥
⑧
⑧


宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

四
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句

五
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人
一
首

国
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届
出
を
忘
れ
て
い
る
方
は
届
出
を
/

第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の

届
出
を
忘
れ
て
い
た
皆
さ
ん
へ

子

(
沼
江
)

(中
学
生
の
部
最
優
秀
作
品
)

私
の
望
む
勝
浦
町


井

私
の
お
き
に
い
り
は
、
勝
浦
町
の
緑

で
す
。
私
の
朝
は
い

つ
も
緑
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
な
、ぜ
な
ら
、
家
中
ど
こ
の
窓

を
開
け
て
も
、
絶
対
に
緑
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
毎
朝
、
ま

ぶ
し
い
光
と
共
に
目
に
と
び
込
ん
で
く

る
そ
の
色
は
、
永
年
の
私
の
友
の

一
つ

の
よ
手
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
勝
浦
町
は
、
人

口
が
少
な
い
か
ら
か
、
都
市
化
し
て
い

な
く
て
、
小
学
校
も
中
学
校
も
私
の
家

か
ら
は
と
て
も
遠
い
し
、
中
学
校
に
は

ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
そ

の
心
配
が
な
い
都
市
に
私
は
あ
こ
が
れ

て
い
ま
し
た
。
特
に
、
「
東
京
だ

っ
た
ら
、

遊
園
地
や
デ
パ
ー
ト
が
す
ぐ
近
く
に
あ

っ
て
も
の
す
ご
く
便
利
で
い
い
な
。
あ

ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
み
た
い
な
あ
己

こ
の
思
い
は
す
ご
く
強
か

っ
た
で
す
。

で
も
、
い
ざ
東
京
に
行

っ
て
み
る
と
、

人
ご
み
と
排
気
ガ
ス
で
空
気
は
む
ん
む

キサ� 

してさす月改 のわ険なかでのを出年扶て
、取かれを正 納れ料 っ しい納自を金養い

第りのば特で 付まのた、ま付己十の家る
三 扱ぽ、例は 済す納場二す済負�  L第族方

が
で
き
た
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
ま
で
し
か

遡
及
し
ま
せ
ん
。)

ま
た
、
す
で
に
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を

し
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
と
な
ら
な
い
期
間

を
有
す
る
方
や
、
す
で
に
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

あ
き
ら
め
る
の
は
、
ま
だ
早
い

/

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の

保
険
料
納
付
済
期
間
が
不
足
す
る
方
は
、

七
十
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
支
払

っ
た
期
聞

が
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格 

(原
則
と
し
て

二
十
五
年
)
に
満
た
な
か

っ
た
り
、
す
で
に
受

給
資
格
は
あ
る
が
満
額
の
年
金 

(原
則
と
し
て

四
十
年
)
に
届
か
な
い
、
な
ど
の
場
合
に
六
十

五
歳
ま
で
の
聞
は
任
意
で
加
入
で
き
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
そ
れ
で
も
受
給
資
格
の

で
き
な
い
方
(
昭
和
三
十
年
四
月
一

日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
に
限
る 
)
に
七
十
歳
ま
で
の
聞
で
、

年
金
の
受
給
資
格
が
で
き
る
ま
で
特
別
に
任
意

加
入
で
き
ま
す
。

号わ っ 第届、 期が付合年 。期相い�  =
被れて三出平 問、済、を 間� fq35な配
保る、号期成 とそ期直越 とる 被 つ 偶
険こ保被間七 しれ間近え しこそ保て者
者と険保と年 て以とので て と の 険 い で
のに料険し四 取前し 二 届 取な問者る健
制なの者、月 りので年出 り く はと方康
度り納にこか 扱期取聞を 扱保保しは保

平
成
七
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
、
四
月
五
日
か
ら
四
月
二
十
四
日

ま
で
の
問
、
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

課
税
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た

期
間
で
す
。

土
地
の
売
買
、
地
目
変
更
、
家
屋

の
新
増
築
等
を
さ
れ
た
方
は
、

一
度

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

-
縦
覧
場
所

勝
浦
町
役
場
税
務
保
険
課

・
縦
覧
時
間

平
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

(
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
)

す:こだ らき利都にはきたき いれ物す たい ら みあ ら ん� 
U われ人せたさ市な、まりた そまるね 。緑でたいるるずし
しで間るらのに つ緑ししりれす勝だ辺がすけでとだ、て
でもだこ、両なでにたて 、に 。浦り書あ 。どし、け緑い
ほ快けとき方いい囲 。 、勝、 町をがる 、 た 緑 で は る
し適でだっを自てまだだ浦最 をせベこ な 。の、、し
くになろとあ然ほれ、かん高近 誇ず�  tと に緑か高公
な週くうだわ、してらだ校で りにるは かがたい園山�  
=ι 五と れせこいい、んのは に、ま、 も無まとゃな
とせ場思ももことで未便普 、 思こし勝 の い り こ 庭 ん
考る卓いがつに思 、釆利通図 いのい浦 さのはろにか
え町円ま快こ少い便のに科 書 た自己町 み は 、 か ち は
でを動す適となま利勝なが館 い然と'の し知皇ら よ 見
い 私 物 。にがいすな浦 つ でも とあ無宝 か っ 居見 つ あ
まはも 暮で便 。町 町 てきで 思ふいで っ て く てとた

ま 付 該 の ら わ間 信司E雪I!!!S~・
す済当間平今れは .~柑.-.ヨ Eヨ伝語

固定資産課税台帳の 。期しに成固ま 、 晶画面， ..・;6.ー..画面置� 
( 間た届九のせ保

縦覧を!! たと日 出 年年 ん険りはお わ険険て国険入
だしにを 三 金 。料扱保こしれ料料届民のし

国
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ビ、ッグひな祭り ノてー トワ

¥.〆

…
*
町 A

7

司
会
場
も
一
新

a

A 一番人気があったデイサービスセンターの紙粘土鍛 A ひな市バザーも大好評.ゲ A 着物で参加のイモジェン・ウォーリーさん

パ
ッ
ク
に
グ
ル
ー
プ
か
り
ん
の
花
幕

十 

回
も
全
国
か
ら
多
数
の
方
が
訪

…
れ
、
会
場
に
備
え
で
あ

っ
た
感
想

一一
メ
モ
帳
に
百
名
を
超
え
る
方
々
か
ら

一…

「
訪
れ
て
よ
い
町
」
の
思
い
出
を
残

土
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
紹

…-
介
し
ま
す
。 

…
*
あ
の
阪
神
大
震
災
で
自
宅
が
全
焼

一

し
、
娘
二
人
の
お
ひ
な
様
も
焼
け

ど

て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

引

き
れ
い
な
お
ひ
な
様
を
見
せ
て
い

…

た
だ
き
、
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
再

十

建
の
た
め
に
四
月
に
神
戸
に
帰
り

ト

ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。 

… 

(神
戸
市
東
灘
区
) 

…
*
勝
浦
町
は
、
恐
竜
の
化
石
に
ピ

ッ

十

グ
ひ
な
祭
り
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

一

山
・
川
・
里
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ 

…

ぃ
。

(

愛
媛
県
) 

…
*
見
た
い
見
た
い
と
思
い
つ
つ
、
ひ

一

な
の
集
い
に
さ
そ
わ
れ
て
、
今
回

一

幸
せ
な
日
に
出
会
い
、
八
十
の
年

…

も
忘
れ
て
幼
き
頃
の
思
い
出
に
し

…

ば
し
時
を
忘
れ
け
り
。

十

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぉ

十

か
ぎ
り
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
苦

…

労
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
(阿
南
市 
) 

の
人
が
色
々
な
と
こ
ろ
で
協
力

一

し
て
い
る
の
が
と
て
も
う
ら
や
ま

昨

し
い
で
す
。
町
で
こ
う
い
う
イ
ベ

来
て
ノ 

て
ノ
ビ
ヅ
ク
リ


ー
町
外
か
ら
訪
れ
て
|

aw

。

。


。

。
 

l

ン
ト
が
年
に
何
回
か
あ
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
迫
力
と
美
し
さ
に
感
激
。

(
鳴
門
市 
)

*
高
齢
と
な
り
ま
し
た
が
、
永
い
昔

を
こ
の
一
堂
で
昧
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
古
い
も
の
、
珍
ら
し
い

も
の
、
貴
重
な
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
年
代
・
歴
史
が
分

る
と
な
わ
い
い
と
思
い
ま
す
。 

(大
阪
市
)

*
勝
浦
町
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
苦
労

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
行
事
を
永

遠
に
続
け
て
く
だ
さ
い
。
全
国
的

に
拡
が
り
世
界
的
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。
頑
張

っ
て
人
形
も
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。(東

京
都 
)

*
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で
全
国
に
紹


介
さ
れ
、

一
度
は
見
た
い
と
車
を


走
ら
せ
ま
し
た

ス
ケ
ー
ル
の
大


き
さ
・
美
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た

永
く
続
け
て
く
だ
さ
い

毎
年
来


た
い
と
思
い
ま
す
。

(
高
松
市
)


*
日
本
の
伝
統
文
化
の

一
つ
で
あ
る


ひ
な
人
形
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
暖


か
い
力
で
守
り
、
私
た
ち
に
夢
を


与
え
て
く
れ
る
、
勝
浦
町
の
ビ

ッ


グ
な
パ
ワ 

に
感
激
し
て
い
ま
す

(徳
島
市
) 

四
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A カップル誕生 A オレンジ荘か ら 3人宮女主役を努めた袖議 

'

ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
会
の
御
所
車

商庖衝をひな行列 11

一
一
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
五
日

ま
で
、
勝
浦
農
村
勤
労
福
祉
セ

付
人
勺
人

ン
タ
�
 l
で
豪
華
絢
澗
に
開
催
さ
れ

た
春
を
呼
ぶ
ビ

ッ
グ
ひ
な
祭
り
に
、

今
回
も
全
国
か
ら
予
想
を
は
る
か

に
上
回
る

一
万
人
を
越
え
る
入
場

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
勝
浦
町
合
併
四

十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た

り
、
各
団
体
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
数

々
の
ア
イ
デ
ィ

ア
や
創
作
品
で
会

場
が
設
営
装
飾
さ
れ
、
訪
れ
た
人

々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
�
 

A

先
頭
は
神
宮
さ
ん
と
基
子
さ
ん

/同、 

一 …一 …

(
 

回

企かわいい議長さん  A 織瀬老人クラブのみなさん
A 加藤さんと日下さ ん

ト
*
ビ

ッ
グ
ひ
な
壇
、
ひ
な
人
形
、
ひ

十

な
行
列
、
ひ
な
市
、
ど
れ
も
テ
レ

十

ピ
や
新
聞
で
見
る
よ
り
想
像
以
上

…

の
も
の
で
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
�
 

勝
浦
の
人
情
感
あ
ふ
れ
る
人
々
と

接
し
、
毎
年
訪
れ
た
い
と
思
い
ま

一

す
。

(

阿
波
町
�
 
)
 

…
・
故
郷
に
戻
り
し
思
ひ
古
雛

・
雛
あ
ら
れ
五
色
に
ひ
ろ
ぐ
子
ら

の
夢
�
 

(
の
り
子
)

十
・
よ
く
も
ま
あ
集
い
給
ひ
し
雛
の
顔

…
・
赤
い
灯
に
雛
の
顔
の
ほ
こ
ろ
び
る

(千
絵
)

一
・
畳
灯
し
五
干
の
ひ
い
な
さ
さ
や
け

一

る
�
 

(小
代
子
)

ほ
ん
の

一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
、
す
ば
ら
し
さ
、
イ
ベ
ン
ト
の
大

変
な
苦
労
に
対
す
る
感
謝
、

長
く
続

け
て
ほ
し
い
、
毎
年
来
ま
す
と
-い
っ

た
言
葉
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
五
千
体
余
り
の
人
形
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
決
ま

っ
た
置

場
所
も
な
く
、

一
部
雨
ざ
ら
し
に
も

な

っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
貴
重
な
伝

統
文
化
を
大
切
に
守

っ
て
い
く
た
め

に
も
、
人
形
の
保
管
場
所
が
早
く
ほ

し
い
も
の
で
す
。勝

浦

・
井
戸
端
塾
�
 

-
}
-
:

一

F
K
S
社

、
.
英
神

カ

縫

憎

ら
日
目

?
戸
、
月
怠
百

三
三
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L 
-園地等の改良

町有ブルドーザー施設を用� 

い，小規模な農用地の造成，

放任園地，果樹園及び水田の

平担地化への改良事業� 

-でき上がり後の作目は，農業指導班

の定めている作目，または，これの

関連施設であること。

-造成後の実有効利用面積が� 5a以上

(うんしゅうみかんの改植を認めな

い地域では� 3a以上)のこと。� 

-各種のハウス栽培ができる程度の勾

自己であること。

ブルドーザー施設の利用料

金のす以内(ただし，最高限

度額は15万円までとする) 勝浦町

産業課

-圏内道等の新設，改良

町有ブルドーザー施設を用� 

い，林内作業道，圏内道の新� 

設や改良を行う事業

-有効幅員が2.0m以上であること。

-延長が10m以上であること。

ブルドーザー施設の利用料

金のす以内(ただし，最高限

度額は10万円までとする)

勝浦町

産業課

の
ー，，~ 案内 (産業課関係)

¥J  

一一

回

‘ー
-受付期間 4月28日樹まで。 (印かんをご持参ください)

※不明な点については，役場産業課または，勝浦郡農協(指導課)までお問い合わせく ださい。

凶

内 合円匂・ 採択条件(主なもののみ) 補 助 率 申し込み先

農産物の貿易の自由化の進� 

展に伴い，外国農業との競争

力強化を図るため，先進各国� 

の農業事情の視察研修を行う。� 

-生産農家，生産者団体及び本町の農

業指導者層を対象とする。

-派遣人員は� 6名以内とする。

-応募者多数のときは，町長が決定す

る。

-出発から帰着まで視察期間中の病気

けが，盗難，交通事故等一切の責任

は，町は負わないものであること。

，

本町から出発及び帰着空港

に至るまでの最短距離，及び

旅行業者の発表する旅費のす

以内 勝浦町

産業課� 

先進海外農業視察研修事業

日程等につきましでは，次のとおりです。� 

(日程の近いもののみ)

(1) 	 7 月 5 日 ~19 日 (15 日間) 

ヨーロッパ 費用� 688，000円

(2) 	 7 月 11 日 ~22 日 (12 日間)

中国 費用� 399，000円

(3) 8 月 25 日 ~9 月 8 日 (15 日間)

ヨーロッパ 費 用 約700，000円

小規模土地改良事業

(4) 	 9 月 8 日 ~22 日(1 5 日間)

ヨーロッパ 費用� 778，000円� 

(5) 9 月 11 日 ~25 日 (15 日間)

ヨーロッパ 費用� 670，000円� 

上記の外，� 10月 ~2 月の聞にヨーロッパ，アメリ

カ，オーストラリア等のコースがあります。� 

詳細については，産業課までお問い合わせくださ

い。(費用の� 2分の� 1を町が負担します)

※町有のブルドーザー，パワーショベルをご利用ください。

・申込先 役場産業課(印かんをご持参ください)

・使用料� 1時間につき� 3，600円(オペレーター付)

※基盤整備，圏内道の新設のために使用される方は，使用料の� 2分の� 1を町が補助します。(限度額内)

MUS04
テキストボックス
ご案内（産業課関係）
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|平成 7年度|町の補助事業
農業経営の近代化 ・合理化を推進するため，町では各種補助事業を設けていますので，ご紹介します。

補助制度を希望される方は，広報折込みの申込み用紙にご記入のう� jしそれぞれの申し込み先窓口

まで提出してください。

ハウス施設新設奨励事業

内� n分"" 採択条件(主なもののみ) ネ南 助 率 申し込み先� 

IIIJ，農協等で奨励している� 

作目を導入するため，ハウス� 

施設，大型ト ンネルを新設し

た場合。

-規模は� 2a以上であること。

-大型ト ンネルにあ っては� 5a以上で

あること。
-意欲的に農業経営に取り組んでいる

と町長が認めた農家であること 。

町において定めている標準

事業費の古以内。ただし，最

高は60万円までとする。

大型トンネル施設にあ って

は，� 10a当たり� 2万円とする。

勝浦郡農業

協同組合� 

/画、

園、r

回� 

香酸かんきつ対策事業

ユズ樹の樹型改造を行い，� • 1園地� 5a程度とする。 定額� 1園地63，750円

収穫をはじめとした作業を行 -農業改良普及所，農協の技術員によ 勝浦郡農業

いやすくし，また連年結果に る指導を受けるものとする。 協同組合

導くことを目的とする。

自然食噌好省力型果樹苗木導入事業

放棄園地等の減少を図るた� -樹種はギンナン，サン ショウ，ヤマ 苗木代実費のす以内

め，また自然の味，田舎の昧 モモ，ナツメ，ザクロ，クルミ等。

等の希求に応えるため，ほと� -いずれも� 1樹種を20本以上，農協を 勝浦郡農業

んど無農薬栽培が可能で、，し 通じ購入した苗木とする。 協同組合

かも経済性があり高齢化社会

に対応した産業の育成を図る。� 
'---

単軌条運搬機導入事業(モノレール施設)

条件が悪く圏内道等の設置� 

ができにくい園地等を対象と� 

し，圏内道的役割をさせるも

のである。� 

• 1件当たり� 200m以内とする。

-事業費限度額は，� 100m当たり� 150万

円までとする。

-乗用型も対象とする。

-農業指導班の推進している作目に対

し，利用するものに限る。

事業費の古以内

勝浦町

産業課� 

圏内道舗装補助事業

圏内道を中心に舗装を行い，� 

作業能率の向上を図るもので

ある。� 

-県の補助事業に該当しないものを対

象とする。

• 1件当たり� 100m以内とする。

-幅員は2 .5mを標準とする。

-生コンの厚さは10cmとする。� 

-農業指導班の推進している作目に対

しての舗装であること。

生コン実費のす以内

勝浦町� 

産業課� 
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4月あき缶回収日程表� 

回収日� I也区 場 所

第

月

曜

日
( 3日)

石原

沼江�  

掛 谷

山 西

中角
ク

桜 建� 5支 事 手主 所

I百 江 集� lZ3L 4 所

控ト '小口 集� dZLZ 所 前

山西公 会堂 横 自転車 置場

農 キす 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェンス 横

第

月
曜
日

(10日)

今 山

黒岩

星谷

中 山� 

今山橋北詰ゴミ フェンス横

中央橋北 詰勝浦会館前

川口氏 宅の 貯蔵庫前

t南 防 舌口士口 所 横

第

月

曜

日

(17日)� 

生 名
4シ

久国

棚野

イシ

// 

東 林 庵� 

島豆 腐屋 さ ん前

久 国 集 ぷzzk 戸所 裏

河JlI敷ゲ ート ボール場横

パチン コ庖前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

(24日)

横� j頼

イシ

。

。

イシ� 

与川内

坂本
。

円IJ JlI 集� dzkz 所

勝浦郡農協本所

広� j頼 宅 東

小 倉 新平宅前 三 叉路

l日 農� f品 島忠 地

勝浦郡農協与川内出張所� 

勝浦郡農協坂本事業所横

;南 防 舌ロ士ロ 所 横� 

明
る
い
宋
来
の
環
境
つ
く
り


今
月
の
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
回
収
日

行
楽
の
春
を
迎
え
、

花
見
な
ど
で
あ
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
し

な
い
よ
う
に
、
美
し
い

環
境
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の 
‘ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

あ
き
缶
の
分
別
収
集
日

は
、
次
の
日
程
表
の
と

お
り
で
す
。

( 

¥ J  

っ、
。 

(

、
J

. 集められたあき缶

平成7年4月1日;から

犬の登録制度が

変わりますO

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ


ん
、
今
年
の
四
月
か
ら
犬


の
登
録
制
度
が
変
わ
る
こ


と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま


ま
で
の
登
録
制
度
は
、
ど


こ
に
ど
れ
だ
け
の
犬
が
い


る
か
と
い
う
状
況
な
ど
を


把
握
す
る
た
め
に
、
飼
い


犬
は
必
ず
毎
年
一
回
登
録


し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん


で
し
た
。
し
か
し
、
以
前


に
比
べ
最
近
で
は
犬
の
寿


命
が
延
び
、
同
じ
犬
を
長


期
間
飼
う
よ
う
に
な
っ
た


こ
と
か
ら
、
毎
年
犬
の
正


確
な
動
態
を
把
握
す
る
た


め
の
登
録
を
す
る
必
要
.
か


年
々
薄
れ
て
き
ま
し
た
。


こ
の
た
め
、
新
し
い
登


録
制
度
は
、
正
確
に
犬
の


状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、


飼
い
主
が
負
担
に
感
じ
て


い
た
登
録
に
か
か
る
経
費


や
手
聞
を
少
な
く
す
る
こ


と
を
目
的
に
改
正
さ
れ
て


い
ま
す
。
で
は
、
そ
の
ポ


イ
ン
ト
を
み
て
み
ま
し
ょ


登録は生涯� 1回，しかし，

登録内容変更時には届け出を
ご注意ください/� 

毎年� 1回の登録が，新制度では� 1生涯に� -平成� 6年度に犬の登録をしていた方も，

1回登録すればよいことになります。つま 平成� 7年� 4月� 1日から実施される新制

り，� 4月1日以降に� 1回登録を済ませば， 度でも登録しなければなりません。

あとはその必要がなくなります。しかし， ・犬の鑑札と狂犬病予防注射済票は.犬

舘い犬が死亡したときや犬の所在地が蛮わ の首輪につけていなければなりません。� 

ったとき，あるいは飼い主の住所の蛮更が .犬の登録は生涯� 1固となりますが� .

あったときなどは，そのたびごとに飼い主 狂犬病の予防注射は従来と同様に年� 1
は町へ届け出をしなければなリません。 回受けなければなりません。

回
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〈平成7年度狂犬病予防注射日程表〉

月日 士晶 所 時 間

坂本黄葉橋 午前� 9 : 30~ 9 : 40 

坂本郵 便 局 前 �  9 : 50~10 : 00 

坂本大師前停留所� 10 : 10~10 : 20 

4 J A坂本事業所前� 10 : 30~10 : 40 

与川内公会堂前�  10 : 50~11 : 00 

月� J A与JlI内事業所前� 11 : 1 0~11 : 20 

勤労福祉センター前� 11 : 30~11 : 40 

17 徳パス横瀬営業所前� 11 : 50~ 1 2 : 00 

横瀬集 会 所 前 午後� 1 : OO~ 1 : 10 

日� J A勝浦郡本所前� 1 : 20~ 1 : 30 

中 山権現橋�  1 : 40~ 1 : 50 

何) 中山消防詰所前�  2 : OO~ 2 : 15 

横瀬駐在 所前 �  2 : 25~ 2 : 40 

NTT阿波勝浦営業所前� 2 : 50~ 3 : 00 

勝浦町役 場 前 �  3 : 10~ 3 : 20 

星谷選 果場前 午前� 9 : 30~ 9 : 40 

森内宅池の横�  9:50~10:00 

勝 浦� ~ 館� 10 : 1O~10 : 20 

4 大森良樹宅南�  10 : 30~10 : 40 

今山神 社 前 �  10 : 50~11 : 00 

月 石田 亨宅横�  11 : 1O~11 : 20 

中田商会付近�  11 : 30~11 : 40 

18 古山 商庖横�  11 : 50~12: 00 

田中屋食堂南 午後� 1 : OO~ 1 : 10 

日� J A生比奈支所前� 1 : 20~ 1 : 35 

農村婦 人 の 家 �  1 : 45~ 1 : 55 

(:k) 福山隆宅横�  2 : 05~ 2 : 15 

地福寺入 口� 2 : 25~ 2 : 35 

生名東 林 庵 �  2 : 45~ 2 : 55 

生名センター前�  3 : 05~ 3 : 20 

平
成
七
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
料

三
千
円

・
注
射
料

二
千
六
百
三
十
円

・

合

計

五
千
六
百
三
十
円

飼
っ
て
い
た
犬
(
登
録
犬
)
が
死

亡
し
た
り
、
犬
を
譲
渡
し
た
場
合
は
、

役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
届
け
出
で
く

だ
さ
い
。

犬涯の犬
量錆
録予と防

。銀
色種

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
発
生

例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
国
か

ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現
在
、
狂
犬

病
も
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主

の
義
務
で
す
。
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発
生

お 願 し、

犬は，私たち人聞にとって可愛い友達です。

でも時には私たち人間に危害を加えることもあ

ります。危害を加えた場合は，飼い主の貫任と

なります。

犬害のない明るい社会をつくるために，犬を飼

/園、

戸、


不用犬の買い上げ日

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

4月5日同
 

4月19日同


っている方は，次のことを必ず守ってください。

*犬の登録を行い，狂犬病予防接種を受ける。

女犬はつないで飼う。

*犬を捨てない。

回
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4月の保健行事 お問い合わせは環境衛生課保健婦へ。

日� H翠 内� ~ 受付時間�  場 所 対 象 者
持参する
もの他

4 火 掛谷愛育班総会，健康相談� 9 :30~ 11:30 掛谷集会所 一 般 住 民 健康手帳

5 * 
ジフテリア，百日咳，破傷風

コ種混合予防接種
1 3:30~ 1 5:00 

農村環境改善

セ ンター�  

生-13t3 ~ 90月 
• 1期初回…生後� 3 ~12月ま
でに� 3回接種

• 1期追加…� 1期初回接種後� 
12~ 18か月後に l 回接種

予診票

母子手帳

久国愛育班総会，健康相談� 9 :30~ 11:30 久国集会所

般 住 民 健康手帳

6 木
生名愛育班総会，健康相談� 13:30~ 15:30 生名集会所

7 金 中山愛育班総会，健康相談 13:30~ 1 5:30 中山集会所

山田，西岡愛育班総会，健康相談� 9 :30~ 11:30 山西 集 会 所

12 水
星谷愛育班総会，健康相談 13:30~ 15:30 星谷集会所

与川内愛育班総会，健康相談� 9 :30~11 : 30 与川内公会堂

13 木
石原愛育班総会，健康相談 13:30~ 15:30 石原集会所

棚野愛育班総会，健康相談� 9 :30~11 :30 棚野集会所

14 金
中角愛育班総会，健康相談� 13:30~ 1 5 :30 中 角集会所

17 月 風し ん予防接種�  

13:30~ 坂本小学校 小学校� 1年� 2年で生後90月

以下の者
予診票

14:00~ 横瀬小学校

18 *
横瀬愛育班総会，健康相談� 13: 30~15 :30 横瀬集会所 一 般 住 民 健康手帳

19 水
ジフテリア，百日咳，破傷風� 

= 種混 合予 防接 種�  
15:00~ 16:30 

農村環境改善

センター�  

生後� 3 -90月� 
• 1期初回� …生後� 3 ~12月ま
でに� 3回接種

• 1期追加…� 1期初回接種後
12~ 18月後に 1 回接種

予診票

母子手帳� 

21 金 手L 児 健 康 診 査 13 :30~14:30 勝浦病院�  
H 6.7.1~H 7 .2 .28まで

に生まれた子
母子手帳

坂本愛育班総会，健康相談� 9 :30~ 11:30 坂本集会所

一 自主 住 民 健康手帳25 火
今山愛育班総会，健康相談� 1 3 :30~ 15:30 

今山ふれあい
交流館

26 水 風しん予防接種�  14:00~ 生比奈小学校
小 学校�  1年，� 2年で生後90月
以下の者 予診票

27 木 沼江愛育班総会，健康相談 13:30~15:30 沼江集会所

一 般 住 民 健康手帳

黒岩愛育班総会，健康相談� 9 :30~ 11:30 勝浦会館

28 金
幼 児 健 康 診 査 13:30~ 14:30 勝浦病院�  

H 5 . 1 . 1 ~ 5. 31までに生
まれた子 母子手帳

園
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類 別 食 口 名口口 エネルギー カルシウ崎司 たん白質� {g} りん� (mg)

ごま入り南部せんぺい� 433 240 10. 9 160 

菓子 類 ホ ツ ト ケーキ�  247 140 4. 3 170 
チョコレー ト(ミルク) 553 260 8. 5 220 

種 実 類
ア モ ン ド� 598 230 18. 6 500 

り ー..，
まし3 '- 599 1，200 20. 3 560 

塩 え ん ど フ� 377 000 1， 23. 3 320 

豆 類
旦 腐( 木 綿� 77 120 6. 8 85 
凍 豆 腐� 533 590 50. 2 710 
j由 揚� r1 388 300 18. 6 230 
あゆ(焼)(養殖)  261 310 21.0 320 

魚 介 類
煮 干 し� 320 2，200 69. 0 1，500 

し し や も(焼)�  214 600 30. 2 630 
素干し桜エピ�  312 2，000 64. 9 1，200 
牛 手L 59 1 00 2. 9 90 

手L 類
脱脂 乳�  32 100 3. 0 95 
ヨーグルト(無糖)� 60 11 0 3. 2 100 
プロ セ ス チ ー ズ �  339 630 22. 7 730 
かぶの葉(ゆで)�  18 160 2. 4 40 

野菜類
きょうな(水煮)�  18 140 1.8 46 
こまつな(ゆで)�  24 210 2. 9 65 
ノマ セ� 37 190 3. 0 55 

きのこ類 きくらげ(黒，乾)� 180 9. 0 210 
こんぷ(かごめこんぷ，素干し)� 680 7. 9 250 

海草類 ひじ き(干し)�  1，400 10. 6 100 
わかめ(素干し)�  960 15. 0 400 

え
る
だ
け
で
な
く
歩
く
と
い
う
大
き

な
役
目
を
し
て
い
る
た
め
、
寝
た
き

体
を
さ
さ

折
で
す
。
こ
の
部
分
は
、

や
背
中
が
痛
み
だ
す
原
因
と
な
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
転
倒
の
中
で

最
も
多
い
骨
折
は
、
大
腿
骨
頚
部
骨

倒

に
よ
る
骨
折

で
す
。
つ
ま
づ
い

て
手
を
つ
い
た
瞬
間
、
手
首
や
腕

を
折

っ
た
り
、
し
り
も
ち
を
つ
い

た
だ
け
で
骨
が
つ
ぶ
れ
た
り
、
腰

収
を
良
く
し
ま
す
。

③
晴
好
品
の
と
り
方
に
も
注
意
を

永
年
に
わ
た
る
多
量
の
ア
ル
コ

ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
は
、
骨
量
の
減

少
を
き
た
し
ま
す
。

当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ビ
タ
ミ

-
骨
粗
窓
症
を
予
防
す
る
に
は

①
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と
る

日
本
人
の
成
人
の
一
日
に
必
要

な
カ
ル
シ
ウ
ム
量
は
六

0
0ミ
リ

ン 

が
作
ら
れ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

グ
ラ
ム
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
吸
収

量
の
良
い
食
品
を
選
び
毎
日
の
食

事
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②
毎
日
「
歩
く
」
な
ど
運
動
と
適
度

な
日
光
浴
を

か
り
し
て
硬
く
な
り
、
ま
た
日
に

減
っ
て
ス
カ
ス
カ
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
体
を
さ
さ
え
て
い
る
背

骨
を
は
じ
め
と
し
、
骨
の
硬
さ
が
失

わ
れ
、
も
ろ
く
な
っ
て
折
れ
や
す

く
、
ま
た
つ
ぶ
さ
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
困
る
の
は
、
転

骨
粗
意
症
に
な
る
と
、
骨
の
量
が

れ
て
い
ま
す
。

運
動
を
し
て
い
る
と
骨
が
し
っ

し
骨
折
し
や
す
い
状
態 

と
定
義
さ

骨
折
し
や
す
い
と
こ
ろ 

吸収されやすい牛乳や魚を多くとりましょう
カルシウムの摂取量を増やすためには， カル シウムを多く 含む食

品をとるよう 心がけることです。

図をみておわかりのよ うに，カルシ ウムの多い牛乳な どの乳製品

ゃいわし， 桜エ ピな どを多 くと るよ うに心がけましょ う。

表� 1 カルシウムを多く含む食品� (食品100g中に含まれている量)

年
を
と
る
と
腰
が
曲
が
り
、

背
中

が
丸
く
な
っ
た
り
す
る
の
は
年
の
せ

い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

に
な
っ
て
「
骨
組
意
症
」
と
い
う
病
気

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

-
骨
粗
密
症
と
は
?

骨
粗
野
松
症
の
粗
と
は
あ
ら
い
と
い

う
意
味
で
す
。
ま
た
、
意
と
は
ス
が

は
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
私
た
ち
の
体
を
さ
さ
え
る
骨

の
量
が
減
っ
て
、
ス
が
と
お
っ
た
よ

う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
る
病
気
の
こ
と

を
骨
粗
密
症
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は

最
も
重
症
の
場
合
で
正
月
量
が
減
少

り
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す。

-
骨
粗
震
症
に
な
ぜ
な
る
の
か
?

骨
は
、
蛋
白
質
と
カ
ル
シ
ウ
ム
か

ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

わ
た
し
た
ち
の
体
を
さ
さ
え
た
り
、

筋
肉
の
収
縮
や
細
胞
の
代
謝
を
助
け

る
た
め
に
も
い
つ
も
一
定
量
の
カ
ル

シ
ウ
ム
を
蓄
え
る
貯
蔵
庫
の
役
割
も

し
て
い
ま
す
。

骨
は
、
常
に
あ
る
一
定
量
が
新
し

く
作
ら
れ
、
減
っ
た
分
の
補
給
を
す

る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

(科学技術庁資源調査会編「四百T日本食品標準成分表」引用)

回
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4月からは新しい国民健康保険の被保険者証でなければ

病院にかかることができません。まだ更新されていない方

は，早急に役場税務保険課で更新を済ませてください。

14日以内にかならず届出をしましょ う
〈 保険証を受け取ったら 〉� 

保険証は正しくは「国民健康保険被保険者証」

といい，保険者である市区町村から� 1世帯に� 

ν 1枚交付されます。医療を受けたり，各種の


保険給付を受けるときの大切な証明書ですか


ら，だいじに取り扱ってください。

保険証を受け取ったら

易

まず内容を確かめる(氏名，年齢など)

品

正しく使う 

病院や保険医にかかるときは必ず窓口 


ヘ保険証を提出します。


こんなことはやめましょう

-病院に預け っぱなしにする(紛失事故のもと)


・他人に貸したり借りたりする(悪質な行為と
 

| して処罰されます)
 
1.コピーしたものを提出する(使用できません)

どんな場合でも，保険証を|� ‘|記載内容の変更


勝手に直してはいけません� I---，. Iは国保の窓口で


こんなときには届出を 持参するもの

国
イ也市区町村から転入し
てきたとき

印かん、転出証明書

保

入

る

他の健康保険をやめた
とき

印かん、健康保険の離脱
証明書または離脱した日
が分かる書類

生活保護を受けなくな
ったとき

印かん
保護廃止決定通知書� 

と

き 子どもが生まれたとき
印かん
国民健康保険被保険者証
母子健康手帳

他市区町村ヘ転出した 印かん
国 とき 国民健康保険被保険者証

保

を

や

他の健康保険に加入し
たとき

印かん
国民健康保険被保険者証
健康保険の被保険者証

め

る
生活保護を受けるとき

印かん
国民健康保険被保険者証
保護開始決定通知書

と 印かん
き 克亡したとき 国民健康保険被保険者証

死亡を証明するもの

退職者医療制度に該当
したとき

印かん
国民健康保険被保険者証
年金証書

そ

の

他

退職者医療制度に該当
しなくなったとき

印かん
国民健康保険被保険者証

住所、世帯主、氏名など
が変わったとき

印かん
国民健康保険被保険者証

保険証をなくしたとき、 印かん
の よごれて使えなくなっ 使えなくなった保険証

たとき 身分を証明するもの
と

修学のため子どもが他 印かん

き 市区町村に下宿する と
き

国民健康保険被保険者証
在学証明書

長期旅行などで別個の 印かん
保険証がほしいとき 国民健康保険被保険者証

国保税は、被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」で、はありません。
被保険者となる月とは、職場の健康保険をやめたとき、あるいは他の市

区町村から転入しで住み始めたとき� O

MUS04
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負
担
額
部
分
に

つ
い
て
助
成
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

な
お
、
助
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・

乳
児
医
療
費
助
成
事
業
の

入
院
給
食
費
の
助
成
に
つ
い
て

〆ヘ

f、、


瓦

。

ヂ成 7年度蔚期技能検定試験実施
 

技能検定は職業能力開発促進法に基づいて，技能者の皆さんがも っている技能の程度を一定の基準によ

り検定し，公証する国家検定制度です。

この制度は昭和34年から実施されており，徳島県では現在までに， 13，218人が合格され技能士として，

それぞれの分野でご活躍されています。

試験は職種によ って 1級・ 2級・ 3級及び単一等級に区分し，実技と学科の試験を行います。 1級及び

単一等級の合格者には労働大臣 2級及び 3級の合格者には徳島県知事から合格証書が交付され r技能

士」と称することができます。

受検申請受付期間 平成  7年 4月 3日(月)から 4月14日(創まで

園芸装飾，造園，金属熱処理，機械加工，放電加工，金属プレス加工，鉄工，建築

板金，仕上げ，電子機器組立て，電気機器組立て，建設機械整備，婦人子供服製造，

実 施 職 種 紳士服製造，布はく縫製，家具製作，建具製作，強化プラスチ ック 成形，石材施工，

(予定) 製麺，とび，左官，タイル張り，防水施工，内装仕上げ施工，熱絶縁施工，畳製作，

サッシ施工，表装， 塗装，塗料調色，広告美術仕上げ，フラワー装飾，和裁(3 

級)

徳島県職業能力開発協会(徳島市新浜町 1丁目 宮0886-63ー 2316)

徳島職業訓練校(徳島市南島田町 2丁目 ft0886-31-1474) 

鳴門地域職業訓練センター(鳴門市撫養町木津 宮0886-86-6222)

受検申請受付場所 阿南職業訓練校(阿南市桑野町字岡元 宮0884-26-0250)

鴨島職業訓練校 (麻植郡鴨島町知恵島 宮0883-24-2359)

池田職業訓練校(三好郡池田町シンマチ 宮0883-72-0256)

牟岐町商工会 (海部郡牟岐町中村 君08847-2-0194) 

平
成
六
年
十
月
の
健
康
保
険
法
等

の
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
入

院
給
食
費
の
自
己
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
重
度
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭

等
・
乳
児
医
療
費
助
成
事
業
で
は
助

成
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
各
事
業
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
七
年
四
月

一
日
か
ら
入

院
給
食
費
の
自
己
負
担
金
の
標
準

医
療
機
関
等
で

一
日
一自
己
負
担
金
を

支
払

っ
た
後
、
医
療
機
関
等
が
発
行

し
た
入
院
日
数
等
明
細
の
わ
か
る
領

収
証
等
を
も
と
に
払
戻
し
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

平
成
七
年
四
月

一
日
以
降
に
入
院

さ
れ
た
受
給
者
の
方
は
、
住
民
福
祉

課
に
申
請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
住
民

園
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平成7年度　前期技能検定試験実施
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事
故
が
多
発
し
、
特
に
高
齢
者
や
子

一

供
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
�
 

…

町
で
は
、
高
齢
者
自
身
が
正
し
い
�
 …

交
通
ル
�
 
l
ル
を
学
び
、

『
自
分
の
安
�
 …

全
は
自
分
で
守
ろ
う
』
と
老
人
ク
ラ

一

ブ
員
に
呼
び
か
け
、
三
月
十
日
に
高
齢
�
 …

者
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
…

当
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
員
六
十
名
が
�
 
4

参
加
し
、
小
松
島
警
察
署
の
江
戸
交

十十� 

通
課
長
さ

iんの

を
な
く
そ
う
グ

熱
心
に
受
講

夜間の外出
反射タスキで安全に

翠11

ι'
…

.:

F::v
 

I
f
-
-
!
?
t
i
l
-
-
;
A
I
1
-
i
t
-
-
t
i
i
l
i
t
i
-
-
?
?

i
l
?
?
?

一一……ト…一……

殺
ソ
剤
(
ね
ず
み
取
り
の
薬
)

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
な
ぜ
か
ね
ず
み
が

多
い
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

役
場
環
境
衛
生
課
で
は
、
ね

ず
み
の
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
殺
ソ
剤
を
あ

っ
せ
ん
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
�
 

-
あ

っ
せ
ん
代
金

一
袋

三
十
五
円

月限から金

，
{
〔
二
、

憲

法

週

間

行

事

案

内，
企
;
ト
 

3!jl

2『
高
量
齢
者
?
と
交
喜
通
安
�
 

全
』
の
講
義
と	

『お
年
寄
り
と
車
社

一

今
年
に
な
っ
て
交
通
死
亡
事
故
多
会
』
の
映
画
が
上
映
さ
れ
、
熱
心
に

発
警
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二

お
い
て
も
次
の
と
お
り
記
念
行
事
を

誕
�
 

業

‘

…一

憲
法
週
間
行
事
と
し
て
、
徳
島
に
�
 

業
�
 

食
い
ず
れ
も
相
談
内
容
は
、
金
銭
、

借
地

・
借
家
、
交
通
事
故
、
家
事
、

登
記
、
戸
籍
、
人
権
な
ど
法
律
上

の
問
題
で
す
。

二
、
講
師
の
派
遣

各
種
団
体
か
ら
講
演
の
希
望
が

あ
れ
ば
、
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

O	

三
、
裁
判
所
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴

土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
以
外


は
い

つ
で
も
結
構
で
す
が
、
団
体


の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く


だ
さ
い
。


(鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
�
 
女
徳
島
地
方
裁
判
所
の
所
在
地
及

番
地
�
 

び
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
で
は
、
交
通
事
故
か
ら
身
を
守

交
通
事
故
は
、
夜
間

に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
す
る
人
が

増
え
る
な
か
、
急
に
車
に

出
く
わ
し
、
衝
突
し
か
け

「ハ

ッ
」
と
し
た
経
験

を
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

特
に
夜
間
に
外
出
し

運
動
さ
れ
る
方
は
、
少

し
目
だ
つ
服
装
で
、
で
き

れ
ば
反
射
タ
ス
キ
や
運

動
グ
ツ
に
反
射
シ
�
 
l
ル

を
は

っ
て
運
動
し
て
く

だ
さ
い
。

…
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

る
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
遠
ペ
か

一
く
だ
さ
い
。

ら
で
も
良
く
め
だ
っ
反
射
タ
ス
キ
を

ト

希
望
者
に
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
の
で
ご
�
 …

利
用
く
だ
さ
い
。

・
お
問
い
合
わ
せ

町
役
場
環
境
衛
生
課
交
通
安
全
係

一
、
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

一
山

日

時

五

月

九

日

例

午
前
十
時
1
午
後
三
時

一
本
三
百
円
�
 

場
所
徳
島
地
方
(家
庭
)
裁
判
所

(徳
島
市
)

一

ω
日
時
五
月
二
日
例

午
前
十
時
1
午
時
三
時
�
 

場
所
鳴
門
市
共
済
会
館

・
あ
っ
せ
ん
代
金

J
ス
キ
を
�
 

三
階
大
会
議
室

一
七
�
 

O

l

電
話
�
 
八
八
六
�
 八
四
|
一一一

八
)

O

干
七
七
�
 
徳
島
市
徳
島
町

一
丁

目
五
番
地

電
話
�
 O
八
八
六
|
五
一
丁
三
一

四
一
�
 

炉
交
通
安
全
の
た
め
に
反
�
 

r

交 通 事故 相談 日

-日 時 4月25日附

午前10時から午後 4時まで

(受付午後 3時まで)

・場所 小松島中央会館

・相談員相田伸夫

交通事故の ご相談は

相 談 セ ンタ ーへ(無料)

社団法人 日本領害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター

徳島市西船場IHJl-14明治生命徳島ピル 6階

電話 0886-22-5279 

-専門の相談員が親身にな ってご相談に応

じます。

・相談日 
午前 9時30分~午後 4時40分

・弁護士相談日	 毎月第 1・ 3水臨日

午後 1時-4時

。電話のご相談もお受けします。

徳島自動車保険請求相談センター 
{鴫治生命復島ピJレs惜)

¥J 

圏
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平成7年度

勝浦町育英奨学生の募集
農村環境改善センターから

について� た方
こ々ま
とにた

j 


※

図

f‘¥ 


I[ 
iJ 
j l

一一

五 四三 二ーで
館勝でそ、 ( こ
内浦、の在住と町家出奨
)町書他学民の内族身学
宮 教類所証票 証 に 全 学 金
二育の得明ま明住員校貸
|委様等書 た書所の長付
二員式にまは を所の願
五会、よた戸 有得推書
一 事応るは籍 す証薦
五務募規入抄 る明書
ま局方定学本 方書
で ( 法も許等
。陛に あ可)

つり書 弟
いまの で
です写 あ
はのし る

での失業給付とは異な っています。� . . 

主な内容としては，高年齢雇用継続給付は60歳以上65 行管 参 場

歳未満の被保険者であって，被保険者で、あった期聞が� 5 !政 界 加所
1相� Lι 予

年以上である方が，� 60歳時点より 85~;未満に賃金が低下 j 談叢 定 住午五
した状態で働いているときに，原則として，各月の賃金� j委空 機 民前月

の25%が支給されます。また，育児休業給付は，満� l歳� iR霧 関 福十十�  
l - 祉日去二

未満の子を養育するための育児休業を取得した被保険者� !人界 セ〔日

について，原則として，休業前賃金の 25~~""j:に相当する額 ; 権政 ン午

を支給するものです。 擁望 夕後
?調官�  l コ

詳しくは，各ハローワーク(公共職業安定所)，または� i委 R 扉
県雇用保険課へ。� I員

fヘ

上
げ
ま
す
。

徳
島
文
理
大
学
名
誉
教
授
で
徳
島

歌
人
ク
ラ
ブ
の
顧
問
を
さ
れ
て
い
る

生
名
出
身
の
保
科
千
代
次
先
生
は
、

稼
勢
山
を
「
私
の
心
に
棲
む
永
遠
の

や
ま
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
稼
勢

山
に
対
す
る
思
い
は
み
な
同
じ
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
稼
勢
山

展
を
ふ
ま
え
て
、
第
二
回
稼
勢
山
展

を
時
聞
を
・
お
い
て
開
催
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
折
々
の
稼
勢
山
の

作
品
、
が
で
き
ま
し
た
ら
大
切
に
し
、

ぜ
ひ
、
次
回
の
稼
勢
山
展
に
出
品
し

て
く
だ
さ
い
。

二
、
菊
花
展
の
開
催
に

つ
い
て

改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
設
立
五
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
第
一
回
菊

春
の
「
行
政
相
談
週
間
」
に
つ
い
て


一
、第
一
回
稼
勢
山
展
と

児
童
生
徒
の
作
品
展

を
終
え
て

改
善
セ
ン
タ
ー
設
立
五

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
第
一
回
稼
勢
山
展
と

児
童
生
徒
の
作
品
展
(
二

月
十
五
日
1
三
月
五
日
)

に
、
日
本
画
、
洋
画
、
写

真
、
書
道
、
美
術
(
生
徒
)
、

短
歌
、
俳
句
な
ど
大
勢
の

方
々
か
ら
郷
土
の
シ
ン
ボ

ル
稼
勢
山
に
対
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
の
こ
も

っ
た

作
品
を
出
展
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
次

の
方
で
す
。

中

村

芳

生


大
字
沼
江


電
話

二
|


〈行
政
相
談
所
〉

-
日
時

をご
厚鑑期
く賞間
おい中
礼 た大
申だ勢
しいの�  

花
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
開
催
の

ji

k
:
;

!!


3
ロ
王
手
妻
士
中
旬 

』コ
 

J

広
報
で
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す

が
、
土
作
り
そ
の
他
ご
準
備
し
て
い

た
だ
き
、
多
数
の
方
、が
出
展
く
だ
さ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

の
子

て
は

雇用保険の 被 保 険 者 及 び 事 業 主 のみなさんヘさこ苦ま次地 国に政 相� ω
ー 一一一-1いの情すの元こ一利相行談ま五

平成7年� 4月� 1日から雇用保険法Lよる� ! 。機やのと行の斉用談政週で月

齢雇用継続給付制度育児休業給付制度� li会重です話首長与型装旦竺手
がスタートします。! おな役行談行施いを週で週一�  

! 気ど所政委事した広間す間日
今回の新制度は，今後の高齢化や女性の職場進出に対� | 軽をの相員のてだくは 。は(日)

応し 高齢者や女性の職業生活の円滑な継続を援助・促 ! にお仕談がーいく園 、 、か

進するために創設されました。 この「高年齢雇用継続給 ; 4T??毒T32男議 雇2
付」と「育児休業給付」は，いずれも雇用保険の適用事 ! 用のつ開ししのに皆庁 の十
業主に継続して雇用されている被保険者(在職者)に支 j く方い設ててで 、さが 行七�  

; だ は て し 、 、 す 全 ん 行 政日
給される点で，離職後失業した場合に支給されるこれま� i 

-
募
集
期
間

四� 
月� 

主 古�  
正副 

ノ
手

f
t
E

1亙円日� 
芋� 
E

平
成
七
年
四
月
一

・
採
用
予
定
人
昌

高
校
生
四
人
担

徳
島
医
療
福
祉
宙

大
学
生
五
人
程
度

-
奨
学
金
等
の
額

高
校
生
月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生
月
額
三
万
円
以
内

大
学
生
月
額
三
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
入
学
準
備
金
・
大
学
入
学
準
備
金

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内
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五色
 v-v-
f

ば

i
i
j

O
o

w

 

二
|
三
三
�
 

に

ら
ゼ	

。

ヘ
大
字
沼
江
{子天
川

鶴

小

松

島

市

古

ヘ
大
字
三
渓
字
俊
樹

棲

/

藍

住

町

浦

大
{
子
沼
江

{子
神
谷

2
月
同
日

1
3
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

木田代

賀寛千修�  

子行穂ー

勝
浦
会
館
平
成
七
年
度
受
講
生
募
集
�
 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで

w
i

川
勝
浦
会
館
で
は
、
平

成

七

年

度

な

お

、

参

加
人
員
が
少
な
い
場
時

貯
も
身
近
な
啓
発
活
動
と
し
て
、
各
合
は
、
開
講
が
で
き
な
い
講
座
も
�
 
m
 

m

種
講
座
を
開
講
し
、
近
隣
地
域
住
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

判

ゆ
民
の
方
々
と
の
交
流
の
な
か
か
ら
、

だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

竹

村

幸

/

二
男

由
美
子
¥
哲

朗

善

意
あ
り
が
と
'
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

匿匿西倉定杉神
谷橋作本田

2
月
日
日

1
3
月
日
日

茂
さ
ん
�
 (坂
本
)

吉
男
さ
ん
(
生
名
)

忠
之
さ
ん
�
 (横
瀬
)

久
晴
さ
ん
(
久
国
)

(
A

章
さ
ん
�
 7
山
)

名

(

横

瀬

)

名

名

(

西

岡

)

以
上
の
方
か
ら
、

善
意
銀
行
に
善

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�
 

「学校週� 5日制について一÷寸

」一一一�  4月から第�  2・第� 4土曜日休日に 」� 

弓美

平
成
七
年
四
月
か

ら
、
学
校
(
幼

・
小
・

中
学
校
な
ど
)
は、

第
二
土
曜
日
に
加
え

第
四
土
曜
日
も
休
日

と
な
り
ま
す
。

「
ゆ
と
り
あ
る
教


育
」
を
目
指
し
て
、


家
庭
や
地
域
社
会
で


の
活
動
機
会
の
拡
大


を
目
的
と
し
た
月
二


回
の
土
曜
日
休
日
で


す
。
児
童
生
徒
の
健


全
育
成
に
、
皆
様
の


ご
理
解
と
ご
協
力
を


よ
ろ
し
く
お
願
い
し

れ
瓦
J

E
4
 	

A

ま
す
。

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
�
 

(T
E
L

五
)
ま
で
�
 

ま

す

。

問

い

合

わ

せ

て

く

だ

さ

い

各
種
講
座
に
参
加
を
希
望
さ
れ
本
年
度
予
定
を
し
て
い
る
講
座

る
方
は
、
四
月
二
十
日
附
ま
で
に
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

勝
浦
会
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
�
 

大
字
棚
野

石
倉
康
範
/
長
女

字
石
倉

和

代

¥

亜

大
字
沼
江
樋
口

芳
史
/
長
女

字
大
屋
敷

幸

代

¥

菜

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
渓
字
定
問
定
作
ハ
ツ
ノ
(
別
歳
)

大

字

坂

本

字

川

南

森

充

弘

(

日

歳

)

大
字
坂
本
字
生
実
平
尾
ハ
ル
(
的
歳
)

大

字

久

国

字

原

倉

橋

春

一

(

的

歳

)

。、、

大
字
坂
本
字
久
保
新
居
フ
ミ
ヱ
(
部
歳
)

大
字
三
重
子
定
岡
井
上
フ
ミ
ヱ
(
部
歳
)

大
字
沼
江
字
黒
岩
谷
脇
寅
夫
(
け
歳
)

大

字

沼

江

字

西

谷

西

谷

清

(

日

歳

)

的
さ
い
。

*
生
け
花
、
手
芸
、
着
付
け
、
踊

判

り
、
習
字
、
陶
芸
、
大
正
琴
�
 凶

ゐ
ぬ
る
ゐ
&
&
る
今
ゐ
&
又
マ
φ
ゐ
み
&
ふ
x
?
。
ゐ
る
る
ふ
ぷ
χ
?
ゆ
ゐ
ふ
ふ
支
?
ゆ
今
ゐ
ふ
ふ
手
め
ゐ
ふ
ふ
玄
?
ゆ
め
ゐ
必
ふ
善
。
&
ふ
#
令
。
ぬ
る
ふ
吾
ら
ら
ゐ
手
。
る
ら
。
ゐ
ゐ
ゐ
手
。
今
ゐ
ゐ
ゐ
手
。
ゐ
ゐ
必
る

φ

小

・
中
学
生
の
児
童
、
け
た
か
非
課
税
と
な

っ
て

い
る
。

医
療
費
、
給
食
費
、
学
④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

度

知

用
品
等
の
助
成
が
受
け
⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ

1
、
日
雇
労
�
 

H
4
3
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
値
者
を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を

崎

志

す

。

し

て

い

る

。

蹴

る

〈受
給
資
格
〉

⑥

世
帯
全
体
の
収
入
が

一
定
額
以
下

援

す

前
年
度
ま
た
は
当
該
で
あ
る
。

学

関

生
徒
が
い
る
家
庭
で
、
③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健

次
に
該
当
す
る
場
合
、
康
保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

年
度
に	

〈申
請
書
提
出
期
限
(
前
期
分
)
〉

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
平
成
七
年
四
月
二
十
日
幽

た
は
廃
止
と
な

っ
た

な
お
、
申
請
書
の
様
式
、
お
問
い
合

②
町
民
税
の
減
免
を
受
わ
せ
は
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

(敬称� Is各)

夜間救急当番表

ノ� 

m m w m w

O 


¥】/

図� 
相W

 

4月②日

4月� 6日

4月� 8日

4月10日

4月12日

4月14日

4月⑬日

4月18日

4月20日

4月22日

4月24日

4月26日

4月28日

4月⑩日

山 西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩 医院�  

上勝診療所�  

勝浦病院�  

山 西医院�  

勝浦病院�  

湯 浅 医 院 �  

勝浦病院�  

赤岩 医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所�  

2-3027 

2 -255 5 

2-2003 

2 -2 555 

2-2006 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

④⑧ 
心配ごと相談

-日時	 4月7日(創� 

4月14日樹� 

4月21日(創� 

4月28日倒

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階

l-受…
り…吋

お問い合わせください。� 

叫
同
和
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
な
お
、
詳
し
く
は
勝
浦
会
館
�
 

w m	 w w
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	名称未設定



